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克誠堂 出版 

現在、手術患者の多くはがん関連手術が多く、特に根治術では生体への侵襲度が高く術

後に SIRS状態になることが多い。このため、理想的な麻酔薬は抗がん作用および抗炎症

効果を有する麻酔薬といえる。 

  今後確実に増える高齢患者に伴い、悪性腫瘍根治術の麻酔は増えていくと推察される

ことから、本書が何かしら日々の悪性腫瘍根治術の麻酔管理に役立てば幸いである。（『序

文』より抜粋） 
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